
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

「MONAKARON」（もなかろん）＆
「野菜彩りかつ弁当」

相愛生が「福壽堂秀信」や「とんかつKYK」とコラボ

体
験
！
発
見
！
楽
し
く
学
ぼ
う

相
愛
大
学
で

人間発達同窓会
物故者名簿（平成26年度届)

女専　5名
国文　5名
被服　9名
食物　5名
計　　24名

　

京
阪
百
貨
店
30
周
年

「
食
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」（
期
間
：
平
成
27
年
１

月
〜
28
年
３
月
）
の
一
環

と
し
て
管
理
栄
養
士
を
め

ざ
す
発
達
栄
養
学
科
の
学

生
が
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
和
菓
子
の
福

壽
堂
秀
信
と
の
コ
ラ
ボ
で

開
発
し
た
新
感
覚
の
あ
わ

せ
最
中
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
」
。
学
生
た
ち
は
開

発
に
あ
た
り
ス
ト
ア
コ
ン

パ
リ
ゾ
ン
（
競
合
店
の
調

査
）を
行
い
、
福
壽
堂
秀
信

の
和
菓
子
職
人
か
ら
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

何
度
も
検
討
の
結
果
よ
う

や
く
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

丹
波
大
納
言
粒
餡
と
レ
モ

ン
餡
を
淡
い
５
色
の
皮
に

の
せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
販
売
は
期
間
限

定
で
す
が
２８
年
３
月
ま

で
。

　

詳
細
は
福
壽
堂
秀
信
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

二
つ
目
は
と
ん
か
つ
の

Ｋ
Ｙ
Ｋ
と
の
コ
ラ
ボ
で
開

発
し
た
「
野
菜
彩
り
か
つ

弁
当
」。
学
生
た
ち
は
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
試
作

を
重
ね
ま
し
た
。
な
ん
と
、

と

ん

か

つ

の

試

作

メ

ニ
ュ
ー
は
25
品
！

努
力
の
結
果
、
14
種
類

の
野
菜
を
使
用
し
菜
食
健

美
な
お
弁
当
が
完
成
し
ま

し
た
。
と
ん
か
つ
の
サ

ク
ッ
と
し
た
衣
に
ジ
ュ
ワ

〜
ッ
と
し
た
食
感
、
皆
様

に
も
お
召
し
上
が
り
い
た

だ
き
た
か
っ
た
の
で
す
が

会
報
が
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
に
は
販
売
期
間
が
終
了

し
て
い
ま
す
。

　

学
生
か
ら
は
「
な
か
な

か
上
手
く
い
か
ず
、
商
品

開
発
の
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
今
は
完
成
品
を

見
て
頑
張
っ
た
達
成
感
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
と
て
も

う
れ
し
い
!!
」
と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
記
事
の
詳
細
は
フ
ァ
ミ

リ
ア
27
号
９
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

相愛大学人間発達学部同窓会報（第９号）2015年4月16日

発達栄養学科

　

相
愛
大
学
人
間
発
達
学
部
で

は
、
両
学
科
が
連
携
し
、
先
生

力
の
育
成
と
同
時
に
汎
用
的
技

能
の
育
成
を
め
ざ
し
、
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」

と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
〝
相
愛
ビ
オ
ト
ー

プ
〞
や
〝
相
愛
農
園
〞
な
ど
本

学
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か

し
て
開
設
し
た
学
習
環
境
や
、

学
内
調
理
室
や
実
験
室
等
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
自
然（
生
き
物

や
植
物
等
）と
人（
学
生
・
教
職

員
・
地
域
の
人
）が
共
生
し
集
う

場
と
し
て
、
交
流
を
核
と
し
た

活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性

化
や
社
会
貢
献
も
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Part1

〜Part 11

ま
で
の
実
施
を

計
画
し
、
野
外
活
動
や
理
科
実

験
、
調
理
科
学
実
験
や
調
理
実

習
な
ど
、
約
30
種
類
の
活
動
を

実
践
し
ま
し
た
。
対
象
も
、
２

歳
か
ら
80
歳
以
上
ま
で
と
幅
広

く
、
多
様
な
人
た
ち
と
共
に
活

動
す
る
体
験
を
通
し
て
、
学
生

た
ち
は
か
か
わ
り
方
や
援
助
方

法
を
実
践
的
に
学
び
ま
す
。
特

に
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
子
ど
も
発
達
学

科
の
専
門
性
や
学
習
環
境
を
生

か
し
、
他
大
学
で
は
見
ら
れ
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
で
ホ
ッ

ト
ド
ッ
ク
を
作
っ
た
り
、
ビ
オ

ト
ー
プ
を
中
心
に
チ
ョ
ウ
と
田

ん
ぼ
・
た
め
池
の
生
き
物
を
観

察
し
た
り
、
夜
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
保
護
者
も
一
緒
に
セ
ミ
の
羽

化
の
観
察
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
子
ど
も
も
大
人
も
興
味

津
々
で
活
動
す
る
姿
に
、
学
生

た
ち
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
は
「
自
由

研
究
お
助
け
シ
リ
ー
ズ
」
を
テ
ー

マ
に
サ
イ
エ
ン
ス
体
験
講
座
を

開
設
し
ま
し
た
。
白
衣
に
身
を

包
ん
だ
小
さ
な
博
士
た
ち
が
目

を
輝
か
せ
て
「
謎
」
解
き
に
挑

戦
し
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の

活
動
も
、
参
加
者
す
べ
て
に
と
っ

て
体
験
的
学
習
の
場
と
し
て
大

い
に
機
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
も
地
域
に
、
世

代
に
、
分
野
に
開
か
れ
た
交
流

の
場
を
通
し
て
学
び
合
う
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
実
施
す
る
予
定
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
大
学
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご

支
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

南
港
学
舎
で
は
新
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
４
月
に
入
学

し
た
ば
か
り
の
ま
だ
初
々
し

さ
が
残
る
一
回
生
を
校
内
で
た

く
さ
ん
見
か
け
ま
す
。
ま
た

人
間
発
達
学
部
は
今
年
６
期

生
が
卒
業
を
迎
え
、
同
窓
会

も
ま
す
ま
す
活
気
が
出
て
く

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

お
忙
し
い
中
、
快
く
原
稿

を
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。編

集
委
員
（
５０
音
順
）

子ども発達学科
発達栄養学科

平成27年2月19日現在
卒年 氏名（敬称略） 旧姓 忌日

女
専

S.11 神谷　和子 寺沢 H26.1.10
S.14 西尾登美子 下條 H22.10.1
S.17 萬所　栄子 東 H24.8.9
S.19 江並　芳子 原田 H24.4.25
S.19 戸田　いそ H26.3.9

国
文

S.26 今子　与枝 滝井 H26.1.14
S.38 薮野　啓子 吉田 H26.1.26
S.46 鏡　　喜栄 松川 H25.1.20
S.52 森村　明世 H25.5.30
S.61 栗原　陽子 H26.3.20

被
服

S.23 三木喜美子 H24.8.3
S.31 橋本千世子 広江 H26.1.24
S.36 枦木　芳美 浜野 H23.5.6
S.40 樋口　恒美 橋本 不明
S.46 端﨑　正江 恩地 H24.9.5
S.46 林　　輝美 笹倉 H25.9.29
S.50 北村多美子 山崎 H6.12.29
S.50 子安恵利子 宮本 H26.9.19
H.12 柴田弥江子 松浦 H26.2.7

食
物

S.24 近藤　幸子 見附 H25.11.4
S.35 富内　尚子 吉井 H22
S.36 鄭　　英子 鐘　多勝英 H25.12.18
S.38 宇野千鶴子 H23.8.5
S.46 田中永津子 奈智 H23.3.30

赤
利
吉
弘

宇
野
瞳

小
林
貴
美
子

谷
村
竜
太

堀
野
成
代

植
益
有
貴

景
山
洋
子

新
谷
美
子

田
宮
雅
美

山
本
麗
奈

左から

日置麻奈美さん
橋本真梨亜さん
長瀧谷優美さん
谷口あゆみさん

左から

森内友梨恵さん
櫻井　一帆さん
平田　雄介さん
向　　寛人さん

　昭和46年春に短大をご卒業の皆
様お久しぶりです。お元気にお過ご
しでしょうか。
　卒業して44年。あっという間に
還暦を過ぎてしまいました。
　皆様お忙しくご活躍のことと存
じます。
　大変、遅くなりましたが一度学年
合同の同窓会を開催したいと思い
ます。お友達お誘いあわせの上、万
障繰り合わせて奮ってお集まりく
ださい。
　日程、会場等詳細につきましては、
後日郵送にてお知らせいたします。

発起人
国 文 　新谷　美子（岩元）
　　　　枅川美恵子（田中）
食 物 　井上千賀子（安東）
被 服 　渡邉　美紀（武田）

お知らせが届くまでのお問い合わせは
発起人へお願いします。

昭和46年短大卒業生

学年合同同窓会のお誘い

京阪百
貨店で

期間限
定販売

！

子ども発達学科

同 窓 会　   幹 事 決 定！新

収入 支出

学科活動費積立金
2,600,230-

同窓会積立金
10,000,000-

前年度繰越金 2,747,724 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費 学科活動費 285,000
20,000×142名 2,840,000 総会費用 240,290
10,000×1名 10,000 同窓会会報印刷費 456,840

銀行利息 1,376 同窓会会報送料費 381,389
会議費 10,000
通信費 12,802
交通費 5,200
謝礼費 10,000
事務費 108
広告料（ホームページ） 71,280
卒業記念品代 83,598
慶弔費 111,144
雑費 1,476
小計 1,969,127
次年度繰越金 3,629,973

合計 5,599,100 合計 5,599,100

平
成
26
年
度

人
間
発
達
学
部
同
窓
会

会
計
報
告

平
成
27
年
度

人
間
発
達
学
部
同
窓
会

予
算
案

平
成
27
年
３
月
31
日

単
位
：
円

収入 支出
前年度繰越金 3,629,973 大学同窓会連絡会拠出金 300,000
同窓会会費 学科活動費（子ども発達） 170,000
20,000×155名 3,100,000 学科活動費（発達栄養） 140,000

総会費用 300,000
同窓会会報印刷費 500,000
同窓会会報送料費 500,000
同窓会会報補助費 300,000
会議費 20,000
通信費 100,000
交通費 20,000
謝礼費 50,000
事務費 10,000
広告料（ホームページ） 100,000
卒業記念品代 100,000
慶弔費 200,000
雑費 30,000
予備費 260,000
小計 3,100,000
次年度繰越金 3,629,973

合計 6,729,973 合計 6,729,973

左記のとおり
会計報告いたします。
相愛大学
人間発達学部同窓会
会計　宇野　　瞳

景山　洋子

会計監査の結果、左記
に相違ありません。
相愛大学
人間発達学部同窓会
会計監査

永田　淳子
北口　いく惠




